
 

 

教育委員会会議 定例会 

令 和 ７ 年 ９ 月 ２ ５ 日 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

提 出 議 案 綴 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山梨県教育委員会 



１ 議      案 

    第 ２８ 号  職員の勤務時間に関する規程及び山梨県立学校職員の勤務時間に関する 

規程の一部を改正する訓令 

                           

  第 ２９ 号  庁中処務細則等の一部を改正する訓令 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 報 告 事 項 

  な   し 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ そ の 他 報 告 

  な   し 
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議案第 ２８ 号  

 

 職員の勤務時間に関する規程及び山梨県立学校職員の勤務時間に関する規程

の一部を改正する訓令  

 

 

提案理由  

 

 山梨県職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例及び山梨県立学校職員の勤

務時間等に関する条例の一部改正に伴い、職員の勤務時間に関する規程及び山梨

県立学校職員の勤務時間に関する規程について所要の改正を行う必要がある。こ

れが、この議案を提出する理由である。  

 



 

- 2 - 

 

訓令の概要 

              教育庁総務課 

教育庁高校教育課 

題  名 
職員の勤務時間に関する規程及び山梨県立学校職員の勤務時間に

関する規程の一部を改正する訓令 

趣  旨 

休憩時間の柔軟化に当たり、職員の休憩時間について所要の改正

を行う必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

内  容 

１ 訓令改正の背景等 

○ 令和７年６月、山梨県職員の勤務時間、休日及び休暇に関す

る条例及び山梨県学校職員の勤務時間等に関する条例の一部

が改正され、職員の休憩時間について、複数の取得の形態を設

けることとし、職員がいずれかの取得の形態を選択可能とする

こととされた（同年１０月１日施行）。 

○ このため、職員の休憩時間について所要の改正を行う必要が

ある。 

 

２ 訓令改正の内容 

（１）職員からの申告を考慮して休憩時間を設定する場合につい

て、休憩時間の開始又は終了の時刻を訓令において示す範囲

内とする。県立学校職員については、休憩時間の開始又は終

了の時刻の範囲は示さない。 

（２）フレックスタイム制を併用する場合について、別に定める

ところにより休憩時間を設定するものとする。（県立学校職

員を除く。） 

（３）その他規定の整備を行う。 

 

施行期日  令和７年１０月１日から施行する。 

留 意 点   なし 

参考事項   なし 
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山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
八
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

庁

中

一

般 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教

育

事

務

所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県

立

図

書

館 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県

総

合

教

育

セ

ン

タ

䤀 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県

立

学

校 

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
及
び
山
梨
県
立
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
䣎 

 
 

令
和
七
年
九
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
山
梨
県
教
育
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
教

育

長 
 

荻 
 

野 
 

智 
 

夫 

 
 

 

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
及
び
山
梨
県
立
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
訓
令 



  

- 4 - 

䥹
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
䥺 

第
一
条 

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
䥹
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
十
号
䥺

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
䣎 

 

第
二
条
第
二
項
を
同
条
第
四
項
と
し
䣍
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
䣎 

２ 

次
に
掲
げ
る
職
員
䥹
以
下
䣓
特
定
職
員
䣔
と
い
う

䣎
䥺

以
外
の
職
員
が
条
例
第
六
条
第
六
項
第

二
号
に
規
定
す
る
申
告
を
し
た
場
合
の
当
該
職
員
の
休
憩
時
間
は
䣍
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

䣍
当
該
申
告
の
内
容
を
考
慮
し
て
䣍
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
の
間
の
う
ち
連
続
す
る
一

時
間
と
す
る
䣎 

 

一 

条
例
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
の
形
態
に
よ
つ
て
勤
務
す
る
必
要
の
あ
る
職
員 

 

二 

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
䥹
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
䥺
第
十
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
の
承
認
を
受
け
た
職
員
及
び
同
法

第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員 

 

三 

条
例
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員 
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四 

条
例
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員 

 
五 

山
梨
県
職
員
の
修
学
部
分
休
業
及
び
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
䥹
平
成
十
七
年
山
梨

県
条
例
第
二
号
䥺
第
二
条
又
は
第
五
条
の
承
認
を
受
け
た
職
員 

３ 

条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
場
合
に
お
け
る
職
員
の
休
憩
時
間

は
䣍
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
定
す
る
も
の
と
す
る
䣎 

 

第
三
条
第
一
項
中
䣓
前
二
条
䣔
を
䣓
第
一
条
第
一
項
並
び
に
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
䣔
に
改

め
䣍
䣓
一
時
間
䣔
の
下
に

䣓
䥹

特
定
職
員
以
外
の
職
員
が
条
例
第
六
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る

申
告
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
䣍
当
該
申
告
の
内
容
を
考
慮
し
て
䣍
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま

で
の
間
の
う
ち
勤
務
時
間
の
途
中
に
あ
た
る
連
続
す
る
一
時
間
又
は
午
後
五
時
十
五
分
か
ら
午
後
六

時
十
五
分
ま
で
の
一
時
間

䥺
䣔

を
加
え
䣍
同
条
第
二
項
中
䣓
第
一
条
䣔
を
䣓
第
一
条
第
一
項
䣔
に
改

め
る
䣎 

 

第
四
条
中
䣓
第
二
条
䣔
の
下
に

䣓
䥹

第
四
項
を
除
く

䣎
䥺
䣔

を
䣍
䣓
の
四
十
五
分
䣔
の
下
に

䣓
䥹

特
定
職
員
以
外
の
職
員
が
条
例
第
六
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
申
告
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
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䣍
当
該
申
告
の
内
容
を
考
慮
し
て
䣍
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
の
間
の
う
ち
勤
務
時
間
の
途

中
に
あ
た
る
連
続
す
る
四
十
五
分

䥺
䣔

を
加
え
る
䣎 

 

第
五
条
中
䣓
第
二
条
䣔
の
下
に

䣓
䥹

第
四
項
を
除
く

䣎
䥺
䣔

を
䣍
䣓
の
四
十
五
分
䣔
の
下
に

䣓
䥹

特
定
職
員
以
外
の
職
員
が
条
例
第
六
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
申
告
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は

䣍
当
該
申
告
の
内
容
を
考
慮
し
て
䣍
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
の
間
の
う
ち
勤
務
時
間
の
途

中
に
あ
た
る
連
続
す
る
四
十
五
分

䥺
䣔

を
加
え
䣍
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
䣎 

２ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
䣍
条
例
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
て
行
う
場
合

の
一
日
の
勤
務
時
間
が
八
時
間
を
超
え
る
と
き
は
䣍
前
項
に
規
定
す
る
休
憩
時
間
の
ほ
か
䣍
当
該

勤
務
時
間
の
途
中
に
十
五
分
の
休
憩
時
間
を
置
く
も
の
と
す
る
䣎 

 

第
六
条
及
び
第
七
条
中
䣓
第
二
条
䣔
の
下
に

䣓
䥹

第
四
項
を
除
く

䣎
䥺
䣔

を
加
え
る
䣎 

 

第
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
䣎 

䥹
週
休
日
の
振
替
の
特
例
䥺 

第
八
条 

条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
勤
務
日
に
割
り
振
る
こ
と
を
や
め
る
四
時
間
の
勤
務
時
間
は
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䣍
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
始
業
の
時
刻
か
ら
又
は
終
業
の
時
刻
ま
で
の
連
続
す
る
勤
務

時
間
と
す
る
䣎 

２ 
条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
勤
務
日
の
勤
務
時
間
の
う
ち
四
時
間
を
当
該
勤
務
日
に
割
り
振
る

こ
と
を
や
め
る
場
合
に
お
い
て
は
䣍
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
当
該
勤
務
日
の
一
日
の
勤

務
時
間
が
六
時
間
を
超
え
る
と
き
は
当
該
勤
務
時
間
の
途
中
に
一
時
間
の
休
憩
時
間
を
置
く
も
の

と
し
䣍
当
該
勤
務
日
の
一
日
の
勤
務
時
間
が
六
時
間
以
下
で
あ
る
と
き
は
当
該
勤
務
日
に
休
憩
時

間
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
䣎 

 

第
九
条
中
䣓
第
一
条
に
䣔
を
䣓
第
一
条
第
一
項
に
䣔
に
䣍
䣓
同
条
䣔
を
䣓
同
項
䣔
に
䣍
䣓
第
一
条

及
び
第
二
条
䣔
を
䣓
同
項
並
び
に
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
䣔
に
改
め
䣍
䣓
一
時
間
䣔
の
下
に

䣓

䥹
特
定
職
員
以
外
の
職
員
が
条
例
第
六
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
申
告
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て

は
䣍
当
該
申
告
の
内
容
を
考
慮
し
て
䣍
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
の
間
の
う
ち
勤
務
時
間
の

途
中
に
あ
た
る
連
続
す
る
一
時
間
又
は
午
後
五
時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
十
五
分
ま
で
の
一
時
間

䥺

䣔
を
加
え
る
䣎 
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第
十
条
中
䣓
職
員
䣔
の
下
に

䣓
䥹

条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
れ

た
職
員
を
除
く

䣎
䥺
䣔

を
加
え
䣍
䣓
第
一
条
及
び
第
二
条
䣔
を
䣓
第
一
条
第
一
項
並
び
に
第
二
条
第

一
項
及
び
第
二
項
䣔
に
改
め
る
䣎 

䥹
山
梨
県
立
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
䥺 

第
二
条 

山
梨
県
立
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
䥹
平
成
四
年
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
五
号

䥺
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
䣎 

 
 

第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
䣎 

 

䥹
休
憩
時
間
䥺 

 

第
二
条
の
二 

次
に
掲
げ
る
職
員
䥹
以
下
䣓
特
定
職
員
䣔
と
い
う

䣎
䥺

以
外
の
職
員
が
山
梨
県
学
校

職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
䥹
昭
和
二
十
九
年
山
梨
県
条
例
第
二
十
七
号
䥺
第
七
条
第
四

項
第
二
号
に
規
定
す
る
申
告
を
し
た
場
合
の
当
該
職
員
の
休
憩
時
間
は
䣍
当
該
申
告
の
内
容
を
考

慮
し
て
䣍
校
長
が
指
定
す
る
時
間
の
う
ち
連
続
す
る
四
十
五
分
又
は
一
時
間
と
す
る
䣎 

 

一 

条
例
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
の
形
態
に
よ
つ
て
勤
務
す
る
必
要
の
あ
る
職
員 
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二 

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
䥹
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
䥺
第
十
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
の
承
認
を
受
け
た
職
員
及
び
同
法

第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員 

 

三 

条
例
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤

務
職
員 

 

四 

山
梨
県
職
員
の
修
学
部
分
休
業
及
び
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
䥹
平
成
十
七
年
山
梨

県
条
例
第
二
号
䥺
第
二
条
又
は
第
五
条
の
承
認
を
受
け
た
職
員 

附 

則 

こ
の
訓
令
は
䣍
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
䣎 
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職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
新
旧
対
照
表 

新 

旧 
䥹
休
憩
時
間
䥺 

第
二
条 
略 

２ 

次
に
掲
げ
る
職
員
䥹
以
下
䣓
特
定
職
員
䣔
と
い
う
䣎
䥺
以
外
の
職
員
が

条
例
第
六
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
申
告
を
し
た
場
合
の
当
該
職
員

の
休
憩
時
間
は
䣍
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
当
該
申
告
の
内
容
を
考

慮
し
て
䣍
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
の
間
の
う
ち
連
続
す
る
一
時

間
と
す
る
䣎 

 

一 

条
例
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
の
形
態
に
よ
つ
て
勤
務
す
る

必
要
の
あ
る
職
員 

 

二 

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
䥹
平
成
三
年
法
律
第
百

十
号
䥺
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児

短
時
間
勤
務
の
承
認
を
受
け
た
職
員
及
び
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ

る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員 

 

三 

条
例
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員 

 

四 

条
例
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員 

 

五 

山
梨
県
職
員
の
修
学
部
分
休
業
及
び
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条

例
䥹
平
成
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
二
号
䥺
第
二
条
又
は
第
五
条
の
承
認

を
受
け
た
職
員 

３ 

条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
場
合
に
お

け
る
職
員
の
休
憩
時
間
は
䣍
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
別
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
定
す
る
も
の
と
す
る
䣎 

４ 

略 

 

䥹
早
出
遅
出
勤
務
を
行
う
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
䥺 

第
三
条 

条
例
第
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
に
基

づ
き
早
出
遅
出
勤
務
を
行
う
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
䣍
第
一

条
第
一
項
並
び
に
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍

䥹
休
憩
時
間
䥺 

第
二
条 

略 

２ 

次
の
各
号
に
掲
員
䥹
以
下
䣓
特
定
職
員
䣔
と
い
う
䣎
䥺
以
外
の
職
員
が

条
例
第
六
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
申
告
を
し
た
場
合
の
当
該
職
員

の
休
憩
時
間
は
䣍
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
当
該
申
告
の
内
容
を
考

慮
し
て
䣍
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
の
間
の
う
ち
連
続
す
る
一
時

間
と
す
る
䣎 

 

一 

条
例
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
の
形
態
に
よ
つ
て
勤
務
す
る

必
要
の
あ
る
職
員 

 

二 

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
䥹
平
成
三
年
法
律
第
百

十
号
䥺
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児

短
時
間
勤
務
の
承
認
を
受
け
た
職
員
及
び
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ

る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員 

 

三 

条
例
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員 

 

四 

条
例
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員 

 

五 

山
梨
県
職
員
の
修
学
部
分
休
業
及
び
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条

例
䥹
平
成
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
二
号
䥺
第
二
条
又
は
第
五
条
の
承
認

を
受
け
た
職
員 

３ 

条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
場
合
に
お

け
る
職
員
の
休
憩
時
間
は
䣍
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
別
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
定
す
る
も
の
と
す
る
䣎 

２ 

略 

 

䥹
早
出
遅
出
勤
務
を
行
う
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
䥺 

第
三
条 

条
例
第
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
に
基

づ
き
早
出
遅
出
勤
務
を
行
う
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
䣍
前
二

条
第
一
項
並
び
に
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
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そ
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
䣍
休
憩
時
間
を
除
い
て
連
続
す
る
七
時
間
四

十
五
分
を
䣍
午
前
七
時
以
後
の
十
五
分
ご
と
の
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し

て
䣍
終
業
の
時
刻
が
午
後
十
時
以
前
と
な
る
よ
う
に
割
り
振
る
も
の
と
し

䣍
そ
の
休
憩
時
間
に
つ
い
て
は
䣍
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
又
は
午
後
五

時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
十
五
分
ま
で
の
一
時
間
䥹
特
定
職
員
以
外
の
職

員
が
条
例
第
六
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
申
告
を
し
た
場
合
に
あ
つ

て
は
䣍
当
該
申
告
の
内
容
を
考
慮
し
て
䣍
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま

で
の
間
の
う
ち
勤
務
時
間
の
途
中
に
あ
た
る
連
続
す
る
一
時
間
又
は
午
後

五
時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
十
五
分
ま
で
の
一
時
間
䥺
と
す
る
䣎 

２ 

条
例
第
八
条
の
二
第
一
項
第
六
号
の
規
定
に
基
づ
き
早
出
遅
出
勤
務
を

行
う
職
員
の
勤
務
時
間
は
䣍
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
別

表
に
掲
げ
る
勤
務
時
間
の
い
ず
れ
か
を
割
り
振
る
も
の
と
す
る
䣎 

 

䥹
休
憩
時
間
を
分
割
す
る
職
員
の
休
憩
時
間
の
特
例
䥺 

第
四
条 

条
例
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
の
休
憩
時
間
を
分
割

す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
の
休
憩
時
間
は
䣍
第
二
条
䥹
第
四
項
を
除

く
䣎
䥺
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
正
午
か
ら
午
後
零
時
四
十
五
分
ま
で
又

は
午
後
零
時
十
五
分
か
ら
午
後
一
時
ま
で
の
四
十
五
分
䥹
特
定
職
員
以
外

の
職
員
が
条
例
第
六
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
申
告
を
し
た
場
合
に

あ
つ
て
は
䣍
当
該
申
告
の
内
容
を
考
慮
し
て
䣍
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二

時
ま
で
の
間
の
う
ち
勤
務
時
間
の
途
中
に
あ
た
る
連
続
す
る
四
十
五
分
䥺

の
ほ
か
䣍
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
途
中
に
十
五
分
の
休
憩
時
間

を
置
く
も
の
と
す
る
䣎 

 

䥹
休
憩
時
間
を
短
縮
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
䥺 

第
五
条 

条
例
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
の
休
憩
時
間
を
短
縮

す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
䣍
第
一
条

及
び
第
二
条
䥹
第
四
項
を
除
く
䣎
䥺
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
そ
の
休
憩

時
間
に
つ
い
て
は
䣍
正
午
か
ら
午
後
零
時
四
十
五
分
ま
で
又
は
午
後
零
時

そ
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
䣍
休
憩
時
間
を
除
い
て
連
続
す
る
七
時
間
四

十
五
分
を
䣍
午
前
七
時
以
後
の
十
五
分
ご
と
の
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し

て
䣍
終
業
の
時
刻
が
午
後
十
時
以
前
と
な
る
よ
う
に
割
り
振
る
も
の
と
し

䣍
そ
の
休
憩
時
間
に
つ
い
て
は
䣍
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
又
は
午
後
五

時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
十
五
分
ま
で
の
一
時
間
䥹
特
定
職
員
以
外
の
職

員
が
条
例
第
六
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
申
告
を
し
た
場
合
に
あ
䣬

て
は
䣍
当
該
申
告
の
内
容
を
考
慮
し
て
䣍
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま

で
の
間
の
う
ち
勤
務
時
間
の
途
中
に
あ
た
る
連
続
す
る
一
時
間
又
は
午
後

五
時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
十
五
分
ま
で
の
一
時
間
䥺
と
す
る
䣎 

２ 

条
例
第
八
条
の
二
第
一
項
第
六
号
の
規
定
に
基
づ
き
早
出
遅
出
勤
務
を

行
う
職
員
の
勤
務
時
間
は
䣍
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
別

表
に
掲
げ
る
勤
務
時
間
の
い
ず
れ
か
を
割
り
振
る
も
の
と
す
る
䣎 

 

䥹
休
憩
時
間
を
分
割
す
る
職
員
の
休
憩
時
間
の
特
例
䥺 

第
四
条 

条
例
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
の
休
憩
時
間
を
分
割

す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
の
休
憩
時
間
は
䣍
第
二
条
䥹
第
四
項
を
除

く
䣎
䥺
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
正
午
か
ら
午
後
零
時
四
十
五
分
ま
で
又

は
午
後
零
時
十
五
分
か
ら
午
後
一
時
ま
で
の
四
十
五
分
䥹
特
定
職
員
以
外

の
職
員
が
条
例
第
六
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
申
告
を
し
た
場
合
に

あ
䣬
て
は
䣍
当
該
申
告
の
内
容
を
考
慮
し
て
䣍
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二

時
ま
で
の
間
の
う
ち
勤
務
時
間
の
途
中
に
あ
た
る
連
続
す
る
四
十
五
分
䥺

の
ほ
か
䣍
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
途
中
に
十
五
分
の
休
憩
時
間

を
置
く
も
の
と
す
る
䣎 

 

䥹
休
憩
時
間
を
短
縮
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
䥺 

第
五
条 
条
例
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
の
休
憩
時
間
を
短
縮

す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
䣍
第
一
条

及
び
第
二
条
䥹
第
四
項
を
除
く
䣎
䥺
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
そ
の
休
憩

時
間
に
つ
い
て
は
䣍
正
午
か
ら
午
後
零
時
四
十
五
分
ま
で
又
は
午
後
零
時



 

- 12 - 

十
五
分
か
ら
午
後
一
時
ま
で
の
四
十
五
分
䥹
特
定
職
員
以
外
の
職
員
が
条

例
第
六
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
申
告
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
䣍

当
該
申
告
の
内
容
を
考
慮
し
て
䣍
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
の
間

の
う
ち
勤
務
時
間
の
途
中
に
あ
た
る
連
続
す
る
四
十
五
分
䥺
と
し
䣍
そ
の

勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
䣍
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
始
業
の
時
刻

を
十
五
分
繰
り
下
げ
た
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
䣍
又
は
同
条
に
規
定
す

る
勤
務
時
間
の
終
業
の
時
刻
を
十
五
分
繰
り
上
げ
た
時
刻
を
終
業
の
時
刻

と
す
る
䣎 

２ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
䣍
条
例
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
を

命
ぜ
ら
れ
て
行
う
場
合
の
一
日
の
勤
務
時
間
が
八
時
間
を
超
え
る
と
き
は

䣍
前
項
に
規
定
す
る
休
憩
時
間
の
ほ
か
䣍
当
該
勤
務
時
間
の
途
中
に
十
五

分
の
休
憩
時
間
を
置
く
も
の
と
す
る
䣎 

 

䥹
休
憩
時
間
を
延
長
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
䥺 

第
六
条 

条
例
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
の
休
憩
時
間
を
延
長

す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
䣍
第
一
条

及
び
第
二
条
䥹
第
四
項
を
除
く
䣎
䥺
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
そ
の
休
憩

時
間
に
つ
い
て
は
䣍
第
二
条
䥹
第
四
項
を
除
く
䣎
䥺
に
規
定
す
る
休
憩
時

間
を
十
五
分
を
単
位
と
し
て
延
長
し
た
時
間
と
し
䣍
そ
の
勤
務
時
間
に
つ

い
て
は
䣍
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
始
業
の
時
刻
を
当
該
延
長
し

た
休
憩
時
間
と
同
一
の
時
間
繰
り
上
げ
た
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
䣍
又

は
同
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
終
業
の
時
刻
を
当
該
延
長
し
た
休
憩
時

間
と
同
一
の
時
間
繰
り
下
げ
た
時
刻
を
終
業
の
時
刻
と
す
る
䣎
こ
の
場
合

に
お
い
て
䣍
始
業
の
時
刻
は
午
前
七
時
以
後
に
䣍
終
業
の
時
刻
は
午
後
十

時
以
前
に
設
定
す
る
も
の
と
す
る
䣎 

 

䥹
休
憩
時
間
を
追
加
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
䥺 

第
七
条 

条
例
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
の
休
憩
時
間
を
追
加

す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
䣍
第
一
条

十
五
分
か
ら
午
後
一
時
ま
で
の
四
十
五
分
䥹
特
定
職
員
以
外
の
職
員
が
条

例
第
六
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
申
告
を
し
た
場
合
に
あ
䣬
て
は
䣍

当
該
申
告
の
内
容
を
考
慮
し
て
䣍
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
の
間

の
う
ち
勤
務
時
間
の
途
中
に
あ
た
る
連
続
す
る
四
十
五
分
䥺
と
し
䣍
そ
の

勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
䣍
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
始
業
の
時
刻

を
十
五
分
繰
り
下
げ
た
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
䣍
又
は
同
条
に
規
定
す

る
勤
務
時
間
の
終
業
の
時
刻
を
十
五
分
繰
り
上
げ
た
時
刻
を
終
業
の
時
刻

と
す
る
䣎 

２ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
䣍
条
例
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
を

命
ぜ
ら
れ
て
行
う
場
合
の
一
日
の
勤
務
時
間
が
八
時
間
を
超
え
る
と
き
は

䣍
前
項
に
規
定
す
る
休
憩
時
間
の
ほ
か
䣍
当
該
勤
務
時
間
の
途
中
に
十
五

分
の
休
憩
時
間
を
置
く
も
の
と
す
る
䣎 

 

䥹
休
憩
時
間
を
延
長
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
䥺 

第
六
条 

条
例
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
の
休
憩
時
間
を
延
長

す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
䣍
第
一
条

及
び
第
二
条
䥹
第
四
項
を
除
く
䣎
䥺
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
そ
の
休
憩

時
間
に
つ
い
て
は
䣍
第
二
条
䥹
第
四
項
を
除
く
䣎
䥺
に
規
定
す
る
休
憩
時

間
を
十
五
分
を
単
位
と
し
て
延
長
し
た
時
間
と
し
䣍
そ
の
勤
務
時
間
に
つ

い
て
は
䣍
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
始
業
の
時
刻
を
当
該
延
長
し

た
休
憩
時
間
と
同
一
の
時
間
繰
り
上
げ
た
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
䣍
又

は
同
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
終
業
の
時
刻
を
当
該
延
長
し
た
休
憩
時

間
と
同
一
の
時
間
繰
り
下
げ
た
時
刻
を
終
業
の
時
刻
と
す
る
䣎
こ
の
場
合

に
お
い
て
䣍
始
業
の
時
刻
は
午
前
七
時
以
後
に
䣍
終
業
の
時
刻
は
午
後
十

時
以
前
に
設
定
す
る
も
の
と
す
る
䣎 

 

䥹
休
憩
時
間
を
追
加
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
䥺 

第
七
条 

条
例
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
の
休
憩
時
間
を
追
加

す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
䣍
第
一
条
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及
び
第
二
条
䥹
第
四
項
を
除
く
䣎
䥺
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
そ
の
休
憩

時
間
に
つ
い
て
は
䣍
第
二
条
䥹
第
四
項
を
除
く
䣎
䥺
に
規
定
す
る
休
憩
時

間
と
は
別
の
時
間
帯
に
当
該
追
加
し
た
休
憩
時
間
を
置
く
も
の
と
し
䣍
そ

の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
䣍
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
始
業
の
時

刻
を
当
該
追
加
し
た
休
憩
時
間
と
同
一
の
時
間
繰
り
上
げ
た
時
刻
を
始
業

の
時
刻
と
し
䣍
又
は
同
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
終
業
の
時
刻
を
当
該

追
加
し
た
休
憩
時
間
と
同
一
の
時
間
繰
り
下
げ
た
時
刻
を
終
業
の
時
刻
と

す
る
䣎
こ
の
場
合
に
お
い
て
䣍
始
業
の
時
刻
は
午
前
七
時
以
後
に
䣍
終
業

の
時
刻
は
午
後
十
時
以
前
に
設
定
す
る
も
の
と
す
る
䣎 

 

䥹
週
休
日
の
振
替
の
特
例
䥺 

第
八
条 

条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
勤
務
日
に
割
り
振
る
こ
と
を
や
め
る

四
時
間
の
勤
務
時
間
は
䣍
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
始
業
の
時
刻

か
ら
又
は
終
業
の
時
刻
ま
で
の
連
続
す
る
勤
務
時
間
と
す
る
䣎 

２ 

条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
勤
務
日
の
勤
務
時
間
の
う
ち
四
時
間
を
当

該
勤
務
日
に
割
り
振
る
こ
と
を
や
め
る
場
合
に
お
い
て
は
䣍
第
二
条
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
当
該
勤
務
日
の
一
日
の
勤
務
時
間
が
六
時
間
を
超
え

る
と
き
は
当
該
勤
務
時
間
の
途
中
に
一
時
間
の
休
憩
時
間
を
置
く
も
の
と

し
䣍
当
該
勤
務
日
の
一
日
の
勤
務
時
間
が
六
時
間
以
下
で
あ
る
と
き
は
当

該
勤
務
日
に
休
憩
時
間
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
䣎 

 

䥹
疲
労
の
蓄
積
に
よ
り
心
身
に
負
担
を
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
職
員

の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
䥺 

第
九
条 

第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
以
外
の
時
間
に
勤
務
を
命

ぜ
ら
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
䣍
同
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
に
お
い
て
勤
務

す
る
こ
と
が
疲
労
の
蓄
積
に
よ
り
心
身
に
負
担
を
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る

と
き
の
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
䣍
同
項
並
び
に
第
二
条
第
一

項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
そ
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
䣍

休
憩
時
間
を
除
い
て
連
続
す
る
七
時
間
四
十
五
分
を
䣍
午
前
五
時
以
後
の

及
び
第
二
条
䥹
第
四
項
を
除
く
䣎
䥺
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
そ
の
休
憩

時
間
に
つ
い
て
は
䣍
第
二
条
䥹
第
四
項
を
除
く
䣎
䥺
に
規
定
す
る
休
憩
時

間
と
は
別
の
時
間
帯
に
当
該
追
加
し
た
休
憩
時
間
を
置
く
も
の
と
し
䣍
そ

の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
䣍
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
始
業
の
時

刻
を
当
該
追
加
し
た
休
憩
時
間
と
同
一
の
時
間
繰
り
上
げ
た
時
刻
を
始
業

の
時
刻
と
し
䣍
又
は
同
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
終
業
の
時
刻
を
当
該

追
加
し
た
休
憩
時
間
と
同
一
の
時
間
繰
り
下
げ
た
時
刻
を
終
業
の
時
刻
と

す
る
䣎
こ
の
場
合
に
お
い
て
䣍
始
業
の
時
刻
は
午
前
七
時
以
後
に
䣍
終
業

の
時
刻
は
午
後
十
時
以
前
に
設
定
す
る
も
の
と
す
る
䣎 

 

䥹
週
休
日
の
振
替
の
特
例
䥺 

第
八
条 

条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
䣍
勤
務
日
の
勤
務
時
間
の
う
ち
勤
務

時
間
の
終
わ
る
時
刻
ま
で
連
続
す
る
四
時
間
を
当
該
勤
務
日
に
割
り
振
る

こ
と
を
や
め
た
場
合
に
お
い
て
は
䣍
第
一
条
及
び
第
二
条
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
䣍
当
該
勤
務
日
の
勤
務
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
零
時

十
五
分
ま
で
と
す
る
䣎 

２ 

条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
勤
務
日
の
勤
務
時
間
の
う
ち
四
時
間
を
当

該
勤
務
日
に
割
り
振
る
こ
と
を
や
め
る
場
合
に
お
い
て
は
䣍
第
二
条
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
当
該
勤
務
日
の
一
日
の
勤
務
時
間
が
六
時
間
を
超
え

る
と
き
は
当
該
勤
務
時
間
の
途
中
に
一
時
間
の
休
憩
時
間
を
置
く
も
の
と

し
䣍
当
該
勤
務
日
の
一
日
の
勤
務
時
間
が
六
時
間
以
下
で
あ
る
と
き
は 

䥹
疲
労
の
蓄
積
に
よ
り
心
身
に
負
担
を
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
職
員

の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
䥺 

第
九
条 

第
一
条
に
第
一
項
規
定
す
る
勤
務
時
間
以
外
の
時
間
に
勤
務
を
命

ぜ
ら
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
䣍
同
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
に
お
い
て
勤
務

す
る
こ
と
が
疲
労
の
蓄
積
に
よ
り
心
身
に
負
担
を
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る

と
き
の
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
䣍
第
一
条
及
び
第
二
条
第
一

項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
そ
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
䣍

休
憩
時
間
を
除
い
て
連
続
す
る
七
時
間
四
十
五
分
を
䣍
午
前
五
時
以
後
の
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十
五
分
ご
と
の
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
て
䣍
終
業
の
時
刻
が
午
後
十
時

以
前
と
な
る
よ
う
に
割
り
振
る
も
の
と
し
䣍
そ
の
休
憩
時
間
に
つ
い
て
は

䣍
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
又
は
午
後
五
時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
十
五

分
ま
で
の
一
時
間
䥹
特
定
職
員
以
外
の
職
員
が
条
例
第
六
条
第
六
項
第
二

号
に
規
定
す
る
申
告
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
䣍
当
該
申
告
の
内
容
を
考

慮
し
て
䣍
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
の
間
の
う
ち
勤
務
時
間
の
途

中
に
あ
た
る
連
続
す
る
一
時
間
又
は
午
後
五
時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
十

五
分
ま
で
の
一
時
間
䥺
と
す
る
䣎 

 

䥹
感
染
症
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
分
散
勤
務
を
行
う
場
合
の
職
員
の
勤
務
時

間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
䥺 

第
十
条 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法

律(

平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号)

第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
感
染
症
の

ま
ん
延
防
止
の
た
め
教
育
長
が
必
要
と
認
め
る
と
き
の
職
員
䥹
条
例
第
三

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
れ
た
職
員
を
除
く
䣎
䥺

の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
䣍
第
一
条
第
一
項
並
び
に
第
二
条
第
一
項

及
び
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
そ
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
䣍
休

憩
時
間
を
除
い
て
連
続
す
る
七
時
間
四
十
五
分
を
䣍
午
前
五
時
以
後
の
十

五
分
ご
と
の
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
て
䣍
終
業
の
時
刻
が
午
後
十
時
以

前
と
な
る
よ
う
に
割
り
振
る
も
の
と
し
䣍
そ
の
休
憩
時
間
に
つ
い
て
は
䣍

午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
の
間
の
う
ち
勤
務
時
間
の
途
中
に
あ
た

る
連
続
す
る
一
時
間
又
は
午
後
五
時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
十
五
分
ま
で

の
一
時
間
と
す
る
䣎 

  

十
五
分
ご
と
の
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
て
䣍
終
業
の
時
刻
が
午
後
十
時

以
前
と
な
る
よ
う
に
割
り
振
る
も
の
と
し
䣍
そ
の
休
憩
時
間
に
つ
い
て
は

䣍
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
又
は
午
後
五
時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
十
五

分
ま
で
の
一
時
間
䥹
特
定
職
員
以
外
の
職
員
が
条
例
第
六
条
第
六
項
第
二

号
に
規
定
す
る
申
告
を
し
た
場
合
に
あ
䣬
て
は
䣍
当
該
申
告
の
内
容
を
考

慮
し
て
䣍
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
の
間
の
う
ち
勤
務
時
間
の
途

中
に
あ
た
る
連
続
す
る
一
時
間
又
は
午
後
五
時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
十

五
分
ま
で
の
一
時
間
䥺
と
す
る
䣎 

 

䥹
感
染
症
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
分
散
勤
務
を
行
う
場
合
の
職
員
の
勤
務
時

間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
䥺 

第
十
条 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法

律(

平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号)

第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
感
染
症
の

ま
ん
延
防
止
の
た
め
教
育
長
が
必
要
と
認
め
る
と
き
の
職
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
䣍
第
一
条
及
び
第
二
条 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
そ
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
䣍
休

憩
時
間
を
除
い
て
連
続
す
る
七
時
間
四
十
五
分
を
䣍
午
前
五
時
以
後
の
十

五
分
ご
と
の
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
て
䣍
終
業
の
時
刻
が
午
後
十
時
以

前
と
な
る
よ
う
に
割
り
振
る
も
の
と
し
䣍
そ
の
休
憩
時
間
に
つ
い
て
は
䣍

午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
の
間
の
う
ち
勤
務
時
間
の
途
中
に
あ
た

る
連
続
す
る
一
時
間
又
は
午
後
五
時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
十
五
分
ま
で

の
一
時
間
と
す
る
䣎 
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山
梨
県
立
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
新
旧
対
照
表 

 

新 

旧 
䥹
休
憩
時
間
䥺 

第
二
条
の
二 

次
に
掲
げ
る
職
員
䥹
以
下
䣓
特
定
職
員
䣔
と
い
う
䣎
䥺
以
外

の
職
員
が
山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
䥹
昭
和
二
十

九
年
山
梨
県
条
例
第
二
十
七
号
䥺
第
七
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
申

告
を
し
た
場
合
の
当
該
職
員
の
休
憩
時
間
は
䣍
当
該
申
告
の
内
容
を
考
慮

し
て
䣍
校
長
が
指
定
す
る
時
間
の
う
ち
連
続
す
る
四
十
五
分
又
は
一
時
間

と
す
る
䣎 

 

一 

条
例
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
の
形
態
に
よ
つ
て
勤
務
す
る

必
要
の
あ
る
職
員 

 

二 

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
䥹
平
成
三
年
法
律
第
百

十
号
䥺
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児

短
時
間
勤
務
の
承
認
を
受
け
た
職
員
及
び
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ

る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員 

 

三 

条
例
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員 

 

四 

山
梨
県
職
員
の
修
学
部
分
休
業
及
び
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条

例
䥹
平
成
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
二
号
䥺
第
二
条
又
は
第
五
条
の
承
認

を
受
け
た
職
員 
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議案第 ２９ 号  

 

 庁中処務細則等の一部を改正する訓令  

 

 

提案理由  

 

 山梨県職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例及び山梨県学校職員の勤務

時間等に関する条例の一部改正に伴い、庁中処務細則等について所要の改正を行

う必要がある。これが、この議案を提出する理由である。  

 



 

- 17 - 

 

訓令の概要 

            教育庁総務課 

教育庁高校教育課 

題  名 庁中処務細則等の一部を改正する訓令 

趣  旨 

山梨県職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例及び山梨県学

校職員の勤務時間等に関する条例の一部改正に伴い、休憩時間の申

告の手続等について所要の改正を行う必要がある。  

内  容 

 

１ 訓令改正の背景等 

 ○ 令和７年６月、山梨県職員の勤務時間、休日及び休暇に関す

る条例及び山梨県学校職員の勤務時間等に関する条例の一部

が改正され、職員の休憩時間について、複数の取得の形態を設

けることとし、職員がいずれかの取得の形態を選択可能とする

こととされた。 

○ 同条例において、一斉付与によらない休憩時間の設定に当た

っては職員の申告を考慮することとしている。 

○ また、同条例では、子育て時間について、現行の１日につき

２時間を超えない範囲内の取得の形態に加え、常勤職員は７７

時間３０分、非常勤職員は１日当たりの勤務時間に１０を乗じ

て得た時間の範囲内の取得の形態を新たに設けることとされ

た。 

（いずれも同年１０月１日施行） 

○ このため、休憩時間の申告の手続等について所要の改正を行

う必要がある。 

 

２ 訓令改正の内容 

（１）休憩時間の申告をするための「休憩時間申告簿兼設定簿」

の様式を新たに定める。 

（２）フレックスタイム制を併用する場合について、「勤務時間

等申告簿兼割振り簿」にて休憩時間の申告を併せて行うこと

を可能とする。（県立学校職員を除く。） 

（３）新たに設けた子育て時間の請求を行うことができるよう、

「子育て時間願簿」を改正する。 

施行期日  令和７年１０月１日から施行する。 

留 意 点  なし 

参考事項  なし 
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山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
九
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

庁

中

一

般 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教

育

事

務

所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県

立

図

書

館 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県

総

合

教

育

セ

ン

タ

䤀 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県

立

学

校 

庁
中
処
務
細
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
䣎 

 
 

令
和
七
年
九
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
梨
県
教
育
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

教

育

長 
 

荻 
 

野 
 

智 
 

夫 

 
 

 

庁
中
処
務
細
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

䥹
庁
中
処
務
細
則
の
一
部
改
正
䥺 

第
一
条 

庁
中
処
務
細
則
䥹
昭
和
二
十
四
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
七
号
䥺
の
一
部
を
次
の
よ
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う
に
改
正
す
る
䣎 

 
 

第
四
十
三
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
䣎 

䥹
休
憩
時
間
の
申
告
䥺 

第
四
十
三
条
の
三 

庁
員
は
䣍
勤
務
時
間
条
例
第
六
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
申
告
を
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
䣍
休
憩
時
間
申
告
簿
兼
設
定
簿
䥹
第
十
六
号
様
式
の
九
䥺
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
䣎
た
だ
し
䣍
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
申
告
と
併
せ
て
勤
務
時
間
条
例

第
六
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
申
告
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
つ
て
䣍
勤
務
時
間
等
申
告

簿
兼
割
振
り
簿
に
休
憩
時
間
申
告
簿
兼
設
定
簿
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
載
し
て
提
出
し
た
と
き

は
䣍
こ
の
限
り
で
な
い
䣎 

第
四
十
六
条
の
二
中
䣓
と
き
䣔
の
下
に
䣓
又
は
そ
の
内
容
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
䣔
を
加
え

る
䣎 第

十
六
号
様
式
の
八
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
䣎 
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時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）
　

 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

時
間

　
分

時
間

　
分

時
間

　
分

時
間

　
分

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

休
憩
時

間

参
考　

 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

始
業
時
刻

・
終

業
時
刻

勤
務

時
間

数

時
間

　
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

備
考

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

休
憩
時

間
申
告

簿
兼

設
定

簿

第
１
６
号
様
式
の
９

（
第
４

３
条

の
３
関

係
）

（
所

属
）
　

　
　

　
（
職

）
　

　
　

（
氏
名

）

本
人

印
申

告
日

決
裁

者

の
印

(
注

)
　

休
憩

時
間

の
始

ま
る

時
刻

は
、

午
前

1
1
時

か
ら

午
後

1
時

ま
で

の
間

で
1
5
分

を
単

位
と

し
て

設
定

で
き

る
。

休
憩

時
間

年
 
月
 
日

変
更

申
告
（

変
更
の

申
告

）
設
定

（
変

更
の
設

定
）

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

年
月
日

設
定
日

年
 
月
 
日

年
 
月
 
日

年
 
月
 
日
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第
十
七
号
様
式
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
䣎 
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第
１
７

号
様

式
の
５

（
第
４
６

条
の

２
関

係
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
第

１
面
）

 

子
 
育
 
て
 
時
 
間
 
願
 
簿
 

 

申
出

対
象
期

間
 

年
度

 
 

所
属

 
氏

名
 

 
 

 

１
 

請
求
に

係
る
子

 
氏

名
 

続
柄
等

 
生
年

月
日

 
 

 
年
 

 
月
 

 
日

 
 

２
 

申
出

 
申

出
月

日
 

申
出
の
内

容
 

（
①

又
は
②

を
記
入

） 
※

申
出

の
内

容
（
変

更
後
の
内
容

も
共
通

）
 

①
１

日
に
つ

き
２
時

間
を
超
え
な

い
範
囲

内
 

②
１
年

に
つ

き
条
例

で
定
め
る
時

間
（

10
日
相
当

）
を
超

え
な
い
範
囲

内
 

月
 
 

日
 

 

 

３
 

変
更
（

第
１
回

目
）

 
変

更
月

日
 

変
更
後
の

内
容

 
（

①
又

は
②

を
記
入

） 
変

更
が

必
要
な

事
情

 
特
別

の
事
情

の
有
無

 
（
有

又
は
無

を
記
入

）  
決
裁

者
印

 

 
月

 
 

日
 

 
 

 
 

 

３
 

変
更
（

第
２
回

目
）

 
変

更
月

日
 

変
更
後
の

内
容

 
（

①
又

は
②

を
記
入

） 
変

更
が

必
要
な

事
情

 
特
別

の
事
情

の
有
無

 
（
有

又
は
無

を
記
入

）  
決
裁

者
印

 

 
月

 
 

日
 

 
 

 
 

（
注
）

 
1
 

申
出

、
変
更

又
は

請
求
に

係
る

子
の

氏
名
、

職
員

と
の

続
柄
等

及
び

生
年
月

日
を

証
明

す
る
書

類
と

し
て

は
例
え

ば
以

下
が

挙
げ
ら

れ
る

。
 

医
師

又
は

助
産

師
が
発

行
す

る
出
生

（
産

）
証

明
書
、

母
子

健
康

手
帳
の

出
生

届
出
済

証
明

書
、

官
公
署

が
発

行
す

る
出
生

届
受

理
証

明
書
又

は
養

子
縁
組

届
受

理
証

明
書
、

 
事
件

が
係

属
し

て
い
る

家
庭

裁
判
所

等
が

発
行

す
る
事

件
係

属
証

明
書
、

児
童

相
談
所

長
が

発
行

す
る
委

託
措

置
決

定
通
知

書
又

は
証
明

書
等

（
写

し
で
も

可
）

 
2
 

第
1
号

子
育

て
時
間

の
承

認
の
請
求

の
場

合
は
第

2
面

、
第

2
号
子
育
て

時
間

の
承

認
の
請

求
の

場
合

は
第

4
面
を

用
い
る

こ
と

。
 

3
 

第
1
号

子
育

て
時
間

の
承

認
が
、
職

員
か

ら
の
請

求
に

基
づ

き
取
り

消
さ

れ
た
場

合
は

、
そ

の
旨
を

第
3
面
に
記

入
す

る
こ
と

。
 

 



  

- 23 - 
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第
１

号
子

育
て

時
間
の

承
認

の
取

消
し

の
場

合
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
第
３
面

） 
 
 

 
 
 
 

 
年
度

 
 

（
※

印
の

欄
は

職
員

が
記

入
又

は
確

認
す

る
。

）
 

整
理

 

番
号

 

※
子
育

て
時

間
の
承

認
の
取
消
し

の
期
間

 
※

 

請
求

者
 

の
確

認
 

決
裁

 
備
考

 
月

日
 

時
間

 
決
裁

者
印

 
 

１
 

月
 
 

日
か
ら

 
 

月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

２
 

月
 
 

日
か
ら

 
 

月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

３
 

月
 
 

日
か
ら

 
 

月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

４
 

月
 
 

日
か
ら

 
 

月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

５
 

月
 
 

日
か
ら

 
 

月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

６
 

月
 
 

日
か
ら

 
 

月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

７
 

月
 
 

日
か
ら

 
 

月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

８
 

月
 
 

日
か
ら

 
 

月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

９
 

月
 
 

日
か
ら

 
 

月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

１
０

 
月

 
 

日
か
ら

 
 

月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

１
１

 
月

 
 

日
か
ら

 
 

月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

１
２

 
月

 
 

日
か
ら

 
 

月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

１
３

 
月

 
 

日
か
ら

 
 

月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

１
４

 
月

 
 

日
か
ら

 
 

月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

１
５

 
月

 
 

日
か
ら

 
 

月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

１
６

 
月

 
 

日
か
ら

 
 

月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

１
７

 
月

 
 

日
か
ら

 
 

月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で
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䥹
山
梨
県
立
学
校
処
務
規
程
の
一
部
改
正
䥺 

第
二
条 

山
梨
県
立
学
校
処
務
規
程
䥹
昭
和
三
十
六
年
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
四
号
䥺
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
䣎 

 
 

第
二
章
第
二
節
中
第
九
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
䣎 

 

䥹
休
憩
時
間
の
申
告
䥺 

 

第
八
条
の
二 

職
員
は
䣍
山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
䥹
昭
和
二
十
九
年
山
梨

県
条
例
第
二
十
七
号
䣎
以
下
䣓
勤
務
時
間
条
例
䣔
と
い
う

䣎
䥺

第
七
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す

る
申
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
䣍
休
憩
時
間
申
告
簿
兼
設
定
簿
䥹
第
一
号
様
式
䥺
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

 
 

第
十
条
中
䣓
第
一
号
様
式
䣔
を
䣓
第
一
号
様
式
の
二
䣔
に
改
め
る
䣎 

 
 

第
十
四
条
中
䣓
山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例

(

昭
和
二
十
九
年
山
梨
県
条
例

第
二
十
七
号
䣎
以
下
䣓
勤
務
時
間
条
例
䣔
と
い
う
䣎

)
䣔
を
䣓
勤
務
時
間
条
例
䣔
に
改
め
る
䣎 

 
 

第
十
四
条
の
二
第
一
項
中
䣓
と
き
䣔
の
下
に
䣓
又
は
そ
の
内
容
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
䣔
を
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加
え
䣍
同
条
第
二
項
中
䣓
得
る
䣔
を
䣓
得
䣍
又
は
そ
の
内
容
を
変
更
す
る
䣔
に
改
め
る
䣎 

 
 

第
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
䣎 
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時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）
　

 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

時
間

　
分

時
間

　
分

時
間

　
分

時
間

　
分

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

休
憩

時
間

参
考　

 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

始
業
時

刻
・

終
業

時
刻

勤
務

時
間

数

時
間

　
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

備
考

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

休
憩

時
間

申
告

簿
兼

設
定
簿

第
１
号
様
式
（

第
８

条
の

２
関
係

）

（
所

属
）
　

　
　

　
（

職
）
　

　
　

（
氏

名
）

本
人

印
申

告
日

決
裁

者

の
印

(
注

)
　

休
憩

時
間

の
始

ま
る

時
刻

は
、

校
長

が
指

定
す

る
時

間
の

範
囲

内
で

設
定

で
き

る
。

休
憩

時
間

年
 月

 
日

変
更

申
告

（
変
更

の
申

告
）

設
定

（
変

更
の

設
定
）

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

年
月

日

設
定

日

年
 月

 日

年
 月

 日

年
 月

 
日
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第
一
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
䣎 

            



  

- 30 - 
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第
六
号
様
式
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
䣎 
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䥹
山
梨
県
教
育
事
務
所
処
務
規
程
の
一
部
改
正
䥺 

第
三
条 

山
梨
県
教
育
事
務
所
処
務
規
程
䥹
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
三
号
䥺
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
䣎 

第
三
十
一
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
䣎 

䥹
休
憩
時
間
の
申
告
䥺 

第
三
十
一
条
の
三 
所
員
は
䣍
勤
務
時
間
条
例
第
六
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
申
告
を
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
䣍
休
憩
時
間
申
告
簿
兼
設
定
簿
䥹
第
十
五
号
様
式
の
三
䥺
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
䣎
た
だ
し
䣍
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
申
告
と
併
せ
て
勤
務
時
間
条
例

第
六
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
申
告
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
つ
て
䣍
勤
務
時
間
等
申
告

簿
兼
割
振
り
簿
に
休
憩
時
間
申
告
簿
兼
設
定
簿
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
載
し
て
提
出
し
た
と
き

は
䣍
こ
の
限
り
で
な
い
䣎 

 

第
四
十
条
の
二
第
一
項
中
䣓
と
き
䣔
の
下
に
䣓
又
は
そ
の
内
容
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
䣔
を

加
え
䣍
同
条
第
二
項
中
䣓
得
る
䣔
を
䣓
得
䣍
又
は
そ
の
内
容
を
変
更
す
る
䣔
に
改
め
る
䣎 
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第
十
五
号
様
式
の
二
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
䣎 
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時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）
　

 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

時
間

　
分

時
間

　
分

時
間

　
分

時
間

　
分

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

休
憩

時
間

参
考　

 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

始
業

時
刻
・

終
業
時

刻
勤
務

時
間

数

時
間

　
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

備
考

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

休
憩
時
間

申
告
簿

兼
設
定
簿

第
１
５
号
様
式
の
３

（
第
３

１
条
の

３
関
係

）

（
所
属

）
　
　
　

　
（
職

）
　
　

　
（
氏

名
）

本
人

印
申
告

日
決

裁
者

の
印

(
注

)
　

休
憩

時
間

の
始

ま
る

時
刻

は
、

午
前

1
1
時

か
ら

午
後

1
時

ま
で

の
間

で
1
5
分

を
単

位
と

し
て

設
定

で
き

る
。

休
憩
時

間

年
 
月
 
日

変
更

申
告

（
変
更

の
申
告

）
設
定
（

変
更
の

設
定
）

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

年
月

日

設
定
日

年
 
月
 
日

年
 
月
 
日

年
 
月
 
日
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第
二
十
一
号
様
式
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
䣎 
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第
２

１
号
様

式
の
２

（
第
４
０
条
の

２
関

係
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
第

１
面
）
 

子
 
育
 
て
 
時
 
間
 
願
 
簿
 

 

申
出

対
象
期

間
 

年
度

 
 

所
属

 
氏

名
 

 
 

 

１
 

請
求
に

係
る
子

 
氏

名
 

続
柄

等
 

生
年

月
日

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

 
 

２
 

申
出

 
申

出
月

日
 

申
出
の

内
容

 
（
①
又
は
②
を
記
入
） 

※
申

出
の
内

容
（
変

更
後
の
内

容
も
共
通

）
 

①
１

日
に
つ

き
２
時

間
を
超
え

な
い

範
囲

内
 

②
１

年
に
つ

き
条
例

で
定
め
る

時
間

（
10

日
相

当
）
を
超

え
な

い
範

囲
内

 
月
 

 
日

 
 

 

３
 

変
更
（

第
１
回

目
）

 
変

更
月

日
 

変
更
後

の
内

容
 

（
①

又
は
②
を
記
入
） 

変
更

が
必
要

な
事
情

 
特
別

の
事
情
の
有
無

 
（
有

又
は
無
を
記
入
） 

決
裁

者
印

 

 
月

 
 

日
 

 
 

 
 

 

３
 

変
更
（

第
２
回

目
）

 
変

更
月

日
 

変
更
後

の
内

容
 

（
①

又
は
②
を
記
入
） 

変
更

が
必
要

な
事
情

 
特
別

の
事
情
の
有
無

 
（
有

又
は
無
を
記
入
）  

決
裁

者
印

 

 
月

 
 

日
 

 
 

 
 

（
注

）
 

1
 

申
出

、
変

更
又

は
請

求
に

係
る

子
の

氏
名
、

職
員

と
の

続
柄

等
及

び
生

年
月

日
を

証
明

す
る

書
類
と

し
て

は
例

え
ば

以
下

が
挙

げ
ら

れ
る

。
 

医
師

又
は
助

産
師

が
発

行
す

る
出
生

（
産

）
証

明
書

、
母

子
健

康
手

帳
の

出
生

届
出

済
証
明

書
、

官
公

署
が

発
行

す
る

出
生

届
受

理
証

明
書

又
は
養

子
縁

組
届

受
理

証
明

書
、

 
事

件
が

係
属

し
て

い
る

家
庭

裁
判
所

等
が

発
行

す
る

事
件

係
属

証
明

書
、

児
童

相
談

所
長
が

発
行

す
る

委
託

措
置

決
定

通
知

書
又

は
証

明
書

等
（
写

し
で

も
可

）
 

2
 

第
1
号
子

育
て

時
間

の
承

認
の
請

求
の

場
合

は
第

2
面

、
第

2
号
子
育

て
時

間
の

承
認

の
請

求
の

場
合

は
第

4
面

を
用

い
る

こ
と

。
 

3
 

第
1
号
子

育
て

時
間

の
承

認
が
、

職
員

か
ら

の
請

求
に
基

づ
き

取
り

消
さ

れ
た

場
合

は
、

そ
の

旨
を

第
3
面
に

記
入

す
る

こ
と

。
 

 



  

- 41 - 
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第
１

号
子
育

て
時
間

の
承
認

の
取

消
し
の

場
合
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
（
第
３

面
） 

 
 

 
 
 
 

 
年

度
 

 

（
※

印
の

欄
は

職
員

が
記

入
又

は
確

認
す

る
。

）
 

整
理

 

番
号

 

※
子
育

て
時

間
の
承

認
の
取
消

し
の
期
間

 
※

 

請
求
者

 

の
確
認

 

決
裁

 
備

考
 

月
日

 
時
間

 
決

裁
者
印

 
 

１
 

月
 

 
日

か
ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

２
 

月
 

 
日

か
ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

３
 

月
 

 
日

か
ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

４
 

月
 

 
日

か
ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

５
 

月
 

 
日

か
ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

６
 

月
 

 
日

か
ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

７
 

月
 

 
日

か
ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

８
 

月
 

 
日

か
ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

９
 

月
 

 
日

か
ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

１
０

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

１
１

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

１
２

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

１
３

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

１
４

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

１
５

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

１
６

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

１
７

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で
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附 

則 

こ
の
訓
令
は
䣍
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
䣎 
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庁
中
処
務
細
則
新
旧
対
照
表 

新 

旧 
第
四
十
三
条
の
二 

略 

 

䥹
休
憩
時
間
の
申
告
䥺 

第
四
十
三
条
の
三 
庁
員
は
䣍
勤
務
時
間
条
例
第
六
条
第
六
項
第
二
号
に
規

定
す
る
申
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
䣍
休
憩
時
間
申
告
簿
兼
設
定
簿
䥹

第
十
六
号
様
式
の
九
䥺
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
た
だ
し
䣍
勤
務

時
間
条
例
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
申
告
と
併
せ
て
勤
務
時
間
条
例
第

六
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
申
告
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
つ
て

䣍
勤
務
時
間
等
申
告
簿
兼
割
振
り
簿
に
休
憩
時
間
申
告
簿
兼
設
定
簿
に
記

載
す
べ
き
事
項
を
記
載
し
て
提
出
し
た
と
き
は
䣍
こ
の
限
り
で
な
い
䣎 

 

䥹
子
育
て
時
間
䥺 

第
四
十
六
条
の
二 

庁
員
は
䣍
勤
務
時
間
条
例
に
よ
る
子
育
て
時
間
を
得
よ

う
と
す
る
と
き
又
は
そ
の
内
容
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
䣍
子
育
て

時
間
願
簿
䥹
第
十
七
号
様
式
の
五
䥺
に
よ
り
䣍
あ
ら
か
じ
め
願
い
出
て
承

認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

２ 

略 

第
四
十
三
条
の
二 

略 

 

䥹
休
憩
時
間
の
申
告
䥺 

第 
 

五
条
の
三 

職
員
は
䣍
勤
務
時
間
条
例
第
六
条
第
六
項
第
二
号
に
規

定
す
る
申
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
䣍
休
憩
時
間
申
告
簿
兼
設
定
簿
䥹

第
四
号
様
式
の
三
䥺
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
た
だ
し
䣍
勤
務
時

間
条
例
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
申
告
と
併
せ
て
勤
務
時
間
条
例
第
六

条
第
六
項
第
二
号
に
規 

定
す
る
申
告
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
䣬
て

䣍
勤
務
時
間
等
申
告
簿
兼
割
振
り
簿
に
休
憩
時
間
申
告
簿
兼
設
定
簿
に
記

載
す
べ
き
事
項
を
記
載
し
て
提
出
し
た
と
き
は
䣍
こ
の
限
り
で
な
い
䣎 

 

䥹
子
育
て
時
間
䥺 

第
四
十
六
条
の
二 

庁
員
は
䣍
勤
務
時
間
条
例
に
よ
る
子
育
て
時
間
を
得
よ

う
と
す
る
と
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

は
䣍
子
育
て

時
間
願
簿
䥹
第
十
七
号
様
式
の
五
䥺
に
よ
り
䣍
あ
ら
か
じ
め
願
い
出
て
承

認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

２ 

略 
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第
１

６
号

様
式

の
８

 
略

 

 

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）
　

 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

時
間

　
分

時
間

　
分

時
間

　
分

時
間

　
分

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

休
憩

時
間

参
考　

 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

始
業
時

刻
・
終

業
時
刻

勤
務

時
間

数

時
間

　
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

備
考

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

休
憩
時

間
申
告

簿
兼

設
定

簿

第
１
６
号
様
式
の
９

（
第

４
３
条

の
３

関
係
）

（
所

属
）

　
　
　

　
（
職

）
　
　

　
（

氏
名
）

本
人

印
申
告

日
決

裁
者

の
印

(
注

)
　

休
憩

時
間

の
始

ま
る

時
刻

は
、

午
前

1
1
時

か
ら

午
後

1
時

ま
で

の
間

で
1
5
分

を
単

位
と

し
て

設
定

で
き

る
。

休
憩

時
間

年
 
月

 
日

変
更

申
告

（
変
更

の
申
告

）
設
定

（
変
更

の
設
定

）

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

年
月

日

設
定
日

年
 月

 
日

年
 月

 
日

年
 
月

 
日

 

          

第
１

６
号

様
式

の
８

 
略

 

 

あ
あ

あ
あ

あ
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 第
１

７
号
様
式

の
５
（
第
４
６
条

の
２
関
係

）
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

（
第

１
面
）

 

子
 
育
 
て
 時

 
間
 
願
 
簿
 

 

申
出
対

象
期

間
 

年
度

 
 

所
属

 
氏
名

 
 

 
 

１
 
請

求
に

係
る
子

 
氏
名

 
続

柄
等

 
生

年
月
日

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

 
 

２
 
申

出
 

申
出

月
日

 
申
出

の
内

容
 

（
①
又
は
②
を
記
入
） 

※
申
出

の
内
容
（
変
更

後
の
内

容
も
共
通

）
 

①
１
日

に
つ
き
２
時
間

を
超
え

な
い
範
囲

内
 

②
１
年

に
つ
き
条
例
で

定
め
る

時
間
（

10
日
相
当

）
を
超
え

な
い
範
囲

内
 

月
 
 

日
 

 

 

３
 
変

更
（

第
１
回
目

）
 

変
更

月
日

 
変

更
後

の
内
容

 
（
①

又
は
②
を
記
入
） 

変
更

が
必
要
な

事
情

 
特
別
の
事
情
の
有
無

 
（
有
又
は
無
を
記
入
） 

決
裁

者
印

 

 
月
 

 
日

 
 

 
 

 

 

３
 
変

更
（

第
２
回
目

）
 

変
更

月
日

 
変

更
後

の
内
容

 
（
①

又
は
②
を
記
入
） 

変
更

が
必
要
な

事
情

 
特
別
の
事
情
の
有
無

 
（
有
又
は
無
を
記
入
） 

決
裁

者
印

 

 
月
 

 
日

 
 

 
 

 
（
注
）

 
1
 

申
出
、
変

更
又
は
請
求

に
係
る
子

の
氏
名
、

職
員
と
の
続

柄
等
及
び

生
年
月
日

を
証
明
す
る

書
類
と
し

て
は
例
え

ば
以
下
が
挙

げ
ら
れ
る

。
 

医
師
又
は
助

産
師
が
発

行
す
る
出
生

（
産
）
証

明
書
、
母

子
健
康
手
帳

の
出
生
届

出
済
証
明
書

、
官
公
署

が
発
行
す

る
出
生
届
受

理
証
明
書

又
は
養
子

縁
組
届
受
理

証
明
書
、

 
事

件
が
係
属

し
て
い
る

家
庭
裁
判
所

等
が
発
行

す
る
事
件

係
属
証
明
書

、
児
童
相

談
所
長
が

発
行
す
る
委

託
措
置
決

定
通
知
書
又

は
証
明
書

等
（
写
し

で
も
可
）

 
2
 

第
1
号
子
育
て

時
間
の
承

認
の
請
求

の
場
合
は
第

2
面
、
第

2
号
子

育
て
時
間

の
承
認
の

請
求
の
場
合

は
第

4
面
を
用

い
る
こ
と

。
 

3
 

第
1
号
子
育
て

時
間
の
承

認
が
、
職

員
か
ら
の
請

求
に
基
づ

き
取
り
消

さ
れ
た
場
合

は
、
そ
の

旨
を
第

3
面
に

記
入
す
る
こ

と
。
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  第
１

号
子

育
て
時

間
の
承

認
の

請
求
の

場
合

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
（
第
２
面

）

 
 

 
 
 
 
 
 
年

度
 

 

整
理

番
号

 

※
子
育
て
時
間

の
承
認

を
請
求
す

る
期
間

 
※

 
請
求
月
日

 
※

 
請
求
者

 
の
確
認

 

 承
認
の

可
否

 

決
裁

 
備

考
 

月
日

 
毎
日

／
曜

日
等

 
時
間

 
決
裁
者
印
 

 

１
 

月
 
 

日
か
ら

 
月

 
 

日
ま
で

 
 

時
 
 

分
か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
月

 
日 

 
 

 
 

 

２
 

月
 
 

日
か
ら

 
月

 
 

日
ま
で 

 
時

 
 

分
か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で 

月
 
日 

 
 

 
 

 

３
 

月
 
 

日
か
ら

 
月

 
 

日
ま
で 

 
時

 
 

分
か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で 

月
 
日 

 
 

 
 

 

４
 

月
 
 

日
か
ら

 
月

 
 

日
ま
で 

 
時

 
 

分
か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で 

月
 
日 

 
 

 
 

 

５
 

月
 
 

日
か
ら

 
月

 
 

日
ま
で 

 
時

 
 

分
か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で 

月
 
日 

 
 

 
 

 

６
 

月
 
 

日
か
ら

 
月

 
 

日
ま
で 

 
時

 
 

分
か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で 

月
 
日 

 
 

 
 

 

７
 

月
 
 

日
か
ら

 
月

 
 

日
ま
で 

 
時

 
 

分
か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で 

月
 
日 

 
 

 
 

 

８
 

月
 
 

日
か
ら

 
月

 
 

日
ま
で 

 
時

 
 

分
か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で 

月
 
日 

 
 

 
 

 

９
 

月
 
 

日
か
ら

 
月

 
 

日
ま
で 

 
時

 
 

分
か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で 

月
 
日 

 
 

 
 

 

１
０

 
月
 
 

日
か
ら

 
月

 
 

日
ま
で 

 
時

 
 

分
か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で 

月
 
日 

 
 

 
 

 

（
※

印
の
欄
は
職
員
が

記
入
又
は
確

認
す

る
。
）
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第
１
号

子
育

て
時

間
の

承
認

の
取
消

し
の

場
合
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
（
第

３
面

） 
 

 
 

 
 

 
 
年

度
 

 

（
※

印
の

欄
は

職
員

が
記
入

又
は

確
認

す
る

。
）

 

整
理

 

番
号

 

※
子

育
て
時

間
の
承

認
の
取
消

し
の

期
間

 
※

 

請
求

者
 

の
確

認
 

決
裁

 
備

考
 

月
日

 
時

間
 

決
裁

者
印

 
 

１
 

月
 

 
日
か

ら
 

 
月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 
 

分
ま

で
 

 
 

 
 

２
 

月
 

 
日
か

ら
 

 
月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 
 

分
ま

で
 

 
 

 
 

３
 

月
 

 
日
か

ら
 

 
月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 
 

分
ま

で
 

 
 

 
 

４
 

月
 

 
日
か

ら
 

 
月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 
 

分
ま

で
 

 
 

 
 

５
 

月
 

 
日
か

ら
 

 
月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 
 

分
ま

で
 

 
 

 
 

６
 

月
 

 
日
か

ら
 

 
月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 
 

分
ま

で
 

 
 

 
 

７
 

月
 

 
日
か

ら
 

 
月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 
 

分
ま

で
 

 
 

 
 

８
 

月
 

 
日
か

ら
 

 
月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 
 

分
ま

で
 

 
 

 
 

９
 

月
 

 
日
か

ら
 

 
月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 
 

分
ま

で
 

 
 

 
 

１
０

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 
 

分
ま

で
 

 
 

 
 

１
１

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 
 

分
ま

で
 

 
 

 
 

１
２

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 
 

分
ま

で
 

 
 

 
 

１
３

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 
 

分
ま

で
 

 
 

 
 

１
４

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 
 

分
ま

で
 

 
 

 
 

１
５

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 
 

分
ま

で
 

 
 

 
 

１
６

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 
 

分
ま

で
 

 
 

 
 

１
７

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
月
 

 
日

ま
で

 
時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 
 

分
ま

で
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山
梨
県
立
学
校
処
務
規
程
新
旧
対
照
表 

新 

旧 
 

 
 

第
二
章 

職
務
及
び
服
務 

 
 

 
 

第
一
節 

略 

  
 

 
 

第
二
節 
職
員
の
服
務 

䥹
休
憩
時
間
の
申
告
䥺 

第
八
条
の
二 

職
員
は
䣍
山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例

䥹
昭
和
二
十
九
年
山
梨
県
条
例
第
二
十
七
号
䣎
以
下
䣓
勤
務
時
間
条
例
䣔

と
い
う
䣎
䥺
第
七
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
申
告
を
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
䣍
休
憩
時
間
申
告
簿
兼
設
定
簿
䥹
第
一
号
様
式
䥺
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

 

第
九
条 

略 

 (

出
勤
簿)

 

第
十
条 

校
長
は
䣍
職
員
の
出
勤
状
況
を
常
に
は
握
す
る
た
め
出
勤
簿(

第

一
号
様
式
の
二)

を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

 

䥹
有
給
休
暇
及
び
無
給
休
暇
䥺 

第
十
四
条 

職
員
は
䣍
勤
務
時
間
条
例 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
よ
る
有
給
休
暇
䥹
年
次
有
給
休
暇
を
除
く
䣎
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
䣎
䥺
を
得
よ
う
と
す
る
と
き
は
䣍
有
給
休
暇
願
簿
䥹
第
五
号

様
式
䥺
に
よ
り
䣍
あ
ら
か
じ
め
願
い
出
て
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

䣎
た
だ
し
䣍
職
員
は
䣍
あ
ら
か
じ
め
有
給
休
暇
の
願
い
出
が
で
き
な
か
つ

た
場
合
で
校
長
が
そ
の
理
由
を
や
む
を
得
な
い
も
の
と
認
め
た
と
き
に
は

䣍
事
後
に
お
い
て
も
有
給
休
暇
を
願
い
出
る
こ
と
が
で
き
る
䣎 

２
䦅
７ 

略 

 
 

 

第
二
章 

職
務
及
び
服
務 

 
 

 
 

第
一
節 

略 

  
 

 
 

第
二
節 

職
員
の
服
務 

䥹
休
憩
時
間 

 
 

の 

第
五 

条
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

第
九
条 

略 

 (

出
勤
簿)

 

第
十
条 

校
長
は
䣍
職
員
の
出
勤
状
況
を
常
に
は
握
す
る
た
め
出
勤
簿(

第

一
号
様
式 

 
)

を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

 

䥹
有
給
休
暇
及
び
無
給
休
暇
䥺 

第
十
四
条 

職
員
は
䣍
山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
䥹

昭
和
二
十
九
年
山
梨
県
条
例
第
二
十
七
号
䣎
以
下
䣓
勤
務
時
間
条
例
䣔
と

い
う
䣎
䥺
に
よ
る
有
給
休
暇
䥹
年
次
有
給
休
暇
を
除
く
䣎
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
䣎
䥺
を
得
よ
う
と
す
る
と
き
は
䣍
有
給
休
暇
願
簿
䥹
第
五
号

様
式
䥺
に
よ
り
䣍
あ
ら
か
じ
め
願
い
出
て
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

䣎
た
だ
し
䣍
職
員
は
䣍
あ
ら
か
じ
め
有
給
休
暇
の
願
い
出
が
で
き
な
か
つ

た
場
合
で
校
長
が
そ
の
理
由
を
や
む
を
得
な
い
も
の
と
認
め
た
と
き
に
は

䣍
事
後
に
お
い
て
も
有
給
休
暇
を
願
い
出
る
こ
と
が
で
き
る
䣎 

２
䦅
７ 

略 
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䥹
子
育
て
時
間
䥺 

第
十
四
条
の
二 

職
員
は
䣍
勤
務
時
間
条
例
に
よ
る
子
育
て
時
間
を
得
よ
う

と
す
る
と
き
又
は
そ
の
内
容
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
䣍
子
育
て
時

間
願
簿
䥹
第
六
号
様
式
の
二
䥺
に
よ
り
䣍
あ
ら
か
じ
め
願
い
出
て
承
認
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
校
長
は
䣍
子
育
て
時
間
願
簿
に
よ
り
子

育
て
時
間
を
得
䣍
又
は
そ
の
内
容
を
変
更
す
る
も
の
と
し
䣍
あ
ら
か
じ
め

教
育
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

３ 

略 

  

 

䥹
子
育
て
時
間
䥺 

第
十
四
条
の
二 

職
員
は
䣍
勤
務
時
間
条
例
に
よ
る
子
育
て
時
間
を
得
よ
う

と
す
る
と
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

は
䣍
子
育
て
時

間
願
簿
䥹
第
六
号
様
式
の
二
䥺
に
よ
り
䣍
あ
ら
か
じ
め
願
い
出
て
承
認
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
校
長
は
䣍
子
育
て
時
間
願
簿
に
よ
り
子

育
て
時
間
を
得
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

も
の
と
し
䣍
あ
ら
か
じ
め

教
育
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

３ 

略 
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時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）
　

 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

時
間

　
分

時
間

　
分

時
間

　
分

時
間

　
分

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

休
憩
時
間

参
考　

 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

始
業
時
刻
・
終
業
時

刻
勤
務

時
間
数

時
間

　
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

備
考

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

休
憩
時
間
申
告
簿

兼
設
定
簿

第
１
号
様
式
（
第
８
条
の
２

関
係
）

（
所
属
）
　

　
　
　
（
職
）
　
　
　
（

氏
名
）

本
人

印
申
告
日

決
裁

者

の
印

(
注

)
　

休
憩

時
間

の
始

ま
る

時
刻

は
、

校
長

が
指

定
す

る
時

間
の

範
囲

内
で

設
定

で
き

る
。

休
憩
時
間

年
 月

 
日

変
更

申
告
（
変
更
の
申

告
）

設
定
（
変
更

の
設
定
）

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

年
月
日

設
定

日

年
 月

 日

年
 月

 日

年
 月

 
日
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山
梨
県
教
育
事
務
所
処
務
規
程
新
旧
対
照
表 

新 

旧 
第
三
十
一
条
の
二 

略 

 

䥹
休
憩
時
間
の
申
告
䥺 

第
三
十
一
条
の
三 
所
員
は
䣍
勤
務
時
間
条
例
第
六
条
第
六
項
第
二
号
に
規

定
す
る
申
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
䣍
休
憩
時
間
申
告
簿
兼
設
定
簿
䥹

第
十
五
号
様
式
の
三
䥺
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
た
だ
し
䣍
勤
務

時
間
条
例
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
申
告
と
併
せ
て
勤
務
時
間
条
例
第

六
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
申
告
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
つ
て

䣍
勤
務
時
間
等
申
告
簿
兼
割
振
り
簿
に
休
憩
時
間
申
告
簿
兼
設
定
簿
に
記

載
す
べ
き
事
項
を
記
載
し
て
提
出
し
た
と
き
は
䣍
こ
の
限
り
で
な
い
䣎 

 

䥹
子
育
て
時
間
䥺 

第
四
十
条
の
二 

所
員
は
䣍
勤
務
時
間
条
例
に
よ
る
子
育
て
時
間
を
得
よ
う

と
す
る
と
き
又
は
そ
の
内
容
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
䣍
子
育
て
時

間
願
簿
䥹
第
二
十
一
号
様
式
の
二
䥺
に
よ
り
䣍
あ
ら
か
じ
め
願
い
出
て
承

認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
所
長
は
䣍
子
育
て
時
間
願
簿
に
よ
り
子

育
て
時
間
を
得
䣍
又
は
そ
の
内
容
を
変
更
す
る
も
の
と
し
䣍
あ
ら
か
じ
め

教
育
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

３ 

略 
第
三
十
一
条
の
二 

略 

 

䥹
休
憩
時
間
の
申
告
䥺 

第
五 

条
の
三 

職
員
は
䣍
勤
務
時
間
条
例
第
六
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定

す
る
申
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
䣍
休
憩
時
間
申
告
簿
兼
設
定
簿
䥹
第

四
号
様
式
の
三
䥺
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
た
だ
し
䣍
勤
務
時
間

条
例
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
申
告
と
併
せ
て
勤
務
時
間
条
例
第
六
条

第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
申
告
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
䣬
て
䣍
勤

務
時
間
等
申
告
簿
兼 

割
振
り
簿
に
休
憩
時
間
申
告
簿
兼
設
定
簿
に
記
載

す
べ
き
事
項
を
記
載
し 

て
提
出
し
た
と
き
は
䣍
こ
の
限
り
で
な
い
䣎 

 

䥹
子
育
て
時
間
䥺 

第
四
十
条
の
二 

所
員
は
䣍
勤
務
時
間
条
例
に
よ
る
子
育
て
時
間
を
得
よ
う

と
す
る
と
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

は
䣍
子
育
て
時

間
願
簿
䥹
第
二
十
一
号
様
式
の
二
䥺
に
よ
り
䣍
あ
ら
か
じ
め
願
い
出
て
承

認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
所
長
は
䣍
子
育
て
時
間
願
簿
に
よ
り
子

育
て
時
間
を
得
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

も
の
と
し
䣍
あ
ら
か
じ
め

教
育
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

３ 

略 
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第
１

５
号

様
式

の
２

 
略

 

 

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）
　

 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

時
間

　
分

時
間

　
分

時
間

　
分

時
間

　
分

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

休
憩

時
間

参
考　

 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

始
業
時

刻
・
終

業
時
刻

勤
務

時
間

数

時
間

　
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

備
考

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
年

　
 
月

　
 
日

か
ら

　
 
年

　
 
月

　
 
日

ま
で

□
毎

日
□

そ
の

他
（

 
　

）

休
憩
時

間
申
告

簿
兼

設
定

簿

第
１
５
号
様
式
の
３

（
第

３
１
条

の
３

関
係
）

（
所

属
）

　
　
　

　
（
職

）
　
　

　
（

氏
名
）

本
人

印
申
告

日
決

裁
者

の
印

(
注

)
　

休
憩

時
間

の
始

ま
る

時
刻

は
、

午
前

1
1
時

か
ら

午
後

1
時

ま
で

の
間

で
1
5
分

を
単

位
と

し
て

設
定

で
き

る
。

休
憩

時
間

年
 
月

 
日

変
更

申
告

（
変
更

の
申
告

）
設
定

（
変
更

の
設
定

）

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

　
 
時

　
 
分

～
　

 
時

　
 
分

年
月

日

設
定
日

年
 月

 
日

年
 月

 
日

年
 
月

 
日

 

          

第
１

５
号

様
式

の
２

 
略

 

 

あ
あ

あ
あ

 
あ
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 第
２
１

号
様

式
の
２

（
第
４
０
条

の
２
関

係
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

（
第
１

面
）
 

子
 
育
 
て
 
時
 
間
 
願
 
簿
 

 

申
出

対
象
期

間
 

年
度

 
 

所
属

 
氏
名

 
 

 
 

１
 

請
求
に

係
る
子

 
氏
名

 
続

柄
等

 
生

年
月
日

 
 

 
年
 

 
月
 

 
日

 
 

２
 

申
出

 
申
出

月
日

 
申
出

の
内

容
 

（
①

又
は
②

を
記
入

） 
※
申

出
の
内

容
（
変

更
後
の
内

容
も
共
通

）
 

①
１

日
に
つ

き
２
時
間

を
超
え

な
い
範
囲
内

 
②
１

年
に
つ

き
条
例

で
定
め
る

時
間
（

10
日
相

当
）
を
超
え

な
い
範

囲
内

 
月
 

 
日

 
 

 

３
 

変
更
（

第
１
回
目

）
 

変
更
月

日
 

変
更
後
の

内
容

 
（

①
又

は
②

を
記
入

） 
変

更
が

必
要

な
事
情

 
特

別
の

事
情

の
有
無

 
（

有
又

は
無

を
記
入

）  
決
裁

者
印

 

 
月

 
 

日
 

 
 

 
 

 

３
 

変
更
（

第
２
回
目

）
 

変
更
月

日
 

変
更
後
の

内
容

 
（

①
又

は
②

を
記
入

） 
変

更
が

必
要

な
事
情

 
特

別
の

事
情

の
有
無

 
（

有
又

は
無

を
記
入

）  
決
裁

者
印

 

 
月

 
 

日
 

 
 

 
 

（
注
）

 
1
 
申
出
、
変

更
又
は
請
求
に
係

る
子
の
氏
名
、
職

員
と
の
続
柄
等
及

び
生
年
月
日
を
証

明
す
る
書
類
と
し
て

は
例
え
ば
以
下
が

挙
げ
ら
れ
る
。

 
医
師
又
は
助
産

師
が
発
行
す
る
出

生
（
産
）
証
明
書

、
母
子
健
康
手
帳

の
出
生
届
出
済
証

明
書
、
官
公
署
が

発
行
す
る
出
生
届

受
理
証
明
書
又
は

養
子
縁
組
届
受
理

証
明
書
、

 
事
件
が
係
属
し

て
い
る
家
庭
裁
判

所
等
が
発
行
す
る

事
件
係
属
証
明
書

、
児
童
相
談
所
長

が
発
行
す
る
委
託

措
置
決
定
通
知
書

又
は
証
明
書
等
（

写
し
で
も
可
）

 
2
 
第

1
号
子
育
て
時

間
の
承
認
の
請

求
の
場
合
は
第

2
面
、
第

2
号
子
育
て
時
間
の

承
認
の
請
求
の
場

合
は
第

4
面
を
用
い
る
こ

と
。

 
3
 
第

1
号
子
育
て
時

間
の
承
認
が
、

職
員
か
ら
の
請
求

に
基
づ
き
取
り
消

さ
れ
た
場
合
は
、

そ
の
旨
を
第

3
面
に
記
入

す
る
こ
と
。
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  第
１
号

子
育

て
時
間

の
承

認
の

請
求
の

場
合

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
（
第
２

面
）

 
 
 

 
 

 
 
 

年
度
 

 

整
理

番
号

 

※
子
育

て
時

間
の
承

認
を
請
求
す

る
期
間

 
※

 
請
求
月
日

 
※

 
請
求
者

 
の
確
認

 

 承
認

の

可
否

 

決
裁

 
備

考
 

月
日

 
毎
日
／
曜

日
等

 
時

間
 

決
裁
者
印
 

 

１
 

月
 
 
日
か
ら
 
月

 
 
日
ま
で

 
 

時
 
 
分
か
ら

 
 
時
 
 
分
ま

で
 

月
 
日 

 
 

 
 

 

２
 

月
 
 
日
か
ら
 
月

 
 
日
ま
で 

 
時
 
 
分
か
ら

 
 
時
 
 
分
ま

で 
月

 
日 

 
 

 
 

 

３
 

月
 
 
日
か
ら
 
月

 
 
日
ま
で 

 
時
 
 
分
か
ら

 
 
時
 
 
分
ま

で 
月

 
日 

 
 

 
 

 

４
 

月
 
 
日
か
ら
 
月

 
 
日
ま
で 

 
時
 
 
分
か
ら

 
 
時
 
 
分
ま

で 
月

 
日 

 
 

 
 

 

５
 

月
 
 
日
か
ら
 
月

 
 
日
ま
で 

 
時
 
 
分
か
ら

 
 
時
 
 
分
ま

で 
月

 
日 

 
 

 
 

 

６
 

月
 
 
日
か
ら
 
月

 
 
日
ま
で 

 
時
 
 
分
か
ら

 
 
時
 
 
分
ま

で 
月

 
日 

 
 

 
 

 

７
 

月
 
 
日
か
ら
 
月

 
 
日
ま
で 

 
時
 
 
分
か
ら

 
 
時
 
 
分
ま

で 
月

 
日 

 
 

 
 

 

８
 

月
 
 
日
か
ら
 
月

 
 
日
ま
で 

 
時
 
 
分
か
ら

 
 
時
 
 
分
ま

で 
月

 
日 

 
 

 
 

 

９
 

月
 
 
日
か
ら
 
月

 
 
日
ま
で 

 
時
 
 
分
か
ら

 
 
時
 
 
分
ま

で 
月

 
日 

 
 

 
 

 

１
０

 
月

 
 
日
か
ら
 
月

 
 
日
ま
で 

 
時
 
 
分
か
ら

 
 
時
 
 
分
ま

で 
月

 
日 

 
 

 
 

 

（
※
印

の
欄

は
職
員

が
記
入
又
は

確
認
す

る
。
）
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第
１
号
子
育
て
時
間
の

承
認
の
取
消
し
の
場
合

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
（
第
３

面
） 

 
 
 
 
 
 
 
年
度
 

 

（
※

印
の

欄
は

職
員

が
記

入
又

は
確

認
す

る
。

）
 

整
理

 

番
号

 

※
子
育
て
時
間
の
承
認
の
取
消
し
の
期
間

 
※

 

請
求

者
 

の
確

認
 

決
裁

 
備

考
 

月
日

 
時
間

 
決
裁
者
印

 
 

１
 

月
 

 
日

か
ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

２
 

月
 

 
日

か
ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

３
 

月
 

 
日

か
ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

４
 

月
 

 
日

か
ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

５
 

月
 

 
日

か
ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

６
 

月
 

 
日

か
ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

７
 

月
 

 
日

か
ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

８
 

月
 

 
日

か
ら
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

時
 

 
分

か
ら

 
 

時
 

 
分

ま
で

 
 

 
 

 

９
 

月
 

 
日

か
ら
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